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◯10 番（向山好一君） 私は，民主党議員団を代表いたしまして，今まさに政府に提出しようとしてお

ります経済特区について議案外質問をいたします。 

 そもそもこの経済特区構想というのは，震災直後，大打撃を受けた神戸経済の復興策として，兵庫県

や地元経済界と共同でエンタープライズゾーン構想として，神戸の地から提案したものであります。 

 当時，１国２制度は許されないという国の大きな壁を乗り越えることはできませんでしたが，このこ

とが契機に，そしてその後の私たちの粘り強い活動が国を動かして，今ようやくその日の目を見ようと

していると言っても過言ではございません。 

 それだけにどうしても神戸の特区構想が実現してほしいという願いは，私たちの共通の認識であると

思います。この観点から以下３項目について質問をいたします。 

 昨日，新野幸次郎先生が座長を務める神戸経済特区研究会から，市長に中間報告が提出されました。

提案された先端医療産業特区と国際みなと経済特区の２つの構想は，これから神戸市の特区構想として

兵庫県や神戸経済界との連携のもとに関係省庁に提示し，政府の判断を仰ぐことになります。 

 そこで，最初に伺いたいのは，神戸が持つ地域経済の特性・優位性が今回の報告書にどう盛り込まれ

たのかということであります。 

 まず，国際みなと経済特区に関して言えば，確かに規制緩和というインセンティブだけでなくて税財

政支援まで言及され，特区の効果を発揮させようとした内容になっております。しかし，北九州・響灘

地区の国際物流特区構想と比べると具体性に見劣りが感じられ，リサイクル事業の集積においても一歩

先んじられているという感があります。 

 神戸において港湾事業はアイデンティティーそのものであります。港の再生と活性化は不可欠であり

ます。それゆえに国に対してインパクトの強い提案が必要でありますが，神戸の特性や優位性が今回の

報告にどのように生かされたのか，お伺いをいたします。 

 次に，先端医療産業特区についてであります。この特区の実現は，神戸医療産業都市構想を具体化す

る上で決定的に重要でありますが，盛り込まれている内容では医療研究特区的な色彩が強い印象を受け

ます。バイオベンチャーなどの創業支援策は含まれておりますが，中核的企業の進出インセンティブと

してはインパクトは弱いのではないでしょうか。 

 医療産業都市構想の目指しているものは，ポートアイランドを中心に医療分野の産業が集積し，そこ

で雇用が生まれ，神戸経済の牽引役となることであります。つまり特区に関しても，研究分野の充実と

ともに企業進出が容易になるような観点が大切であると考えますが，ご見解をお伺いいたします。 

 最後に，構想実現のための戦略についてお伺いいたします。 

 既に幾つかの自治体から特区構想が提案されております。今後多くの自治体から提案されることも考

えられます。さらに，その内容も科学技術，ウオーターフロント開発といった同じ範疇のものが多いと

思われます。つまり今後特区指定をめぐって自治体間競争が激しくなっていくと予想されます。 

 そこで，お伺いしたいのは，激しい自治体間競争に打ち勝って，２つの構想を実現させるためにどう

いった戦略をお持ちなのかということであります。地元挙げてのサポートというのは当然でございます

が，一方で自治体同士が共同戦線を張って国に働きかけるといったことも，時としては必要でないかと



思うわけであります。ご見解をお伺いいたします。 

 以上，市長の決意のほどを含めましてご答弁をお願いします。以上です。 

 

◯市長（矢田立郎君） 昨日，神戸の経済特区に関する研究会を開いていただきまして，提言をちょう

だいしたわけでございます。 

 先ほどご質問にもございましたように，まさに国の方でも 21 世紀に入って日本の経済を再生する，

そういう突破口をどのようにするかということで，国の経済財政諮問会議あるいは総合規制改革会議の

中で，この特定地域を対象とした規制の大幅緩和というふうな点でのインセンティブを出していこうと

いうことで特区が検討されているわけであります。 

 これも先ほどもお話がございましたが，まさに神戸の震災のすぐ後に地元が提案をしていただきまし

た神戸エンタープライズゾーン構想，こういったものは当時１国２制度ということで取り上げていただ

けなかったわけでございます。 

 しかし，こういう今の 21 世紀に入った時点で日本の国全体の物事をどのようにとらえていくかいう

ことで，２つの会議の中で提案が行われておりますが，これはまさに規制の緩和という点を主体とした

取り組みの内容で今検討が進められております。 

 しかし，私どもは神戸経済を再生させる，全くそういう点からの提案として，この５月１日に立ち上

げた神戸経済特区研究会がございます。これは当然でございますけれども，神戸らしい特区に向けて，

関係していただきます学識経験者の方々，あるいは経済団体の方々，あるいは企業の代表，また行政関

係者などで構成をいたしまして議論を重ねていただいたわけでございます。 

 その中でこの特区実現に向けての制度的な課題でございますとか，あるいは解決策についての検討を

いただいております。そして，きのうその報告を新野先生からいただいたわけでございます。 

 その中でいただきました提案，それは先端医療産業特区そして国際みなと経済特区でございますけれ

ども，まさに神戸の持つ特性とか優位性，これはやはり神戸にある人材，そしてすぐれた技術，そして

また多様な生活・文化あるいは国際性，そして港をはじめとしたすぐれた交通アクセスというふうなも

のも土台にあるというふうにまとめていただいております。 

 そういった中で新たな知識を生み出す人が生きてそして交流する，価値創造の舞台をつくっていこう

という提案でございまして，まさに神戸が開港以来，文明・文化の発信をした居留地の例にならって，

これを今の 21 世紀の知の居留地をつくろうという試みの中で今回の取りまとめをしていただいており

ます。 

 おっしゃいましたように，特に神戸のアイデンティティーであるというふうにおっしゃいましたが，

まさに神戸港はそういう意味で開港以来，日本の国の国際貿易の窓口として多くの資本が投下をされて，

一番そういった点では日本の中で充実されたインフラであるというふうに私どもは自負しております

し，また多くの人々がそういう意見を当然お持ちであるわけであります。 

 さらにまた，この高い技術を持っております港湾労働者などの人的資源，あるいは船社，あるいは港

運・倉庫業，またその海事に関する税関とか検疫とかいう，そういうクラスターが集積をしておるとい

う点につきましても，これは日本の中では有数のものであって，貴重な国の財産であるというふうに考

えておるわけであります。 

 そういった点を踏まえて，これらを有効に活用することによって，国際みなと経済特区につきまして

は，神戸のアイデンティティーである港を再生して，そして１つは重点の拠点となるべくということで



ありますが，ロジスティックスハブを目指すということ，そして総合静脈物流──これはリサイクル・

リユース等を想定していただければ結構でございますが，そういった総合静脈物流拠点また国際経済拠

点の地域──これは港だけに限らず市街地を含んでおりますけれども，そういった地域を指定して，そ

の中から人・物・情報，あるいはそこに集まってくる資金というようなものも含めた，にぎわいのある

港を新生していこう，そういうふうな考えのもとに今回のその国際みなと経済特区については考えてお

るわけでございます。 

 そういった点について，この内容はさらにもっと広い範囲も含んでおるという点を次のお話でさせて

いただきたいと思いますが，先ほどの２点目の質問の中で，先端医療産業特区がどうも医療研究特区の

色が濃いのではないかというお話がございました。 

 その点についてでございますけれども，まず先端医療産業特区はどういうふうにしてこれを考えてお

るかという点でございますが，まず１つは，やはりこの世界最先端のライフサイエンスの研究を展開す

る，そういう点で日本初のスーパークラスターを目指してくれというのが，国からのそういった要望で

もございますし，そういう意味で知的クラスター創成というふうな事業に指定をされておるわけでござ

います。 

 そういう意味の点から考えますと，やはり先ほども申し上げましたように，研究機関とかあるいは大

学の連携とかそういった部分，そこに集まってくる研究者・技術者，当然でございますが，そういうふ

うなものがベースにまずございます。そういったところに今度はそういった医療産業というものが集積

をしてくるというふうな点もございます。 

 ですから，これは両面からとらえていかないかんわけでございますけれども，そういう中でこの医療

産業の産業特区について，現在提言をいただきました内容が２つの部分に分かれておるというふうにご

理解をいただきたいと思っております。 

 １つは，具体的に医療産業都市構想を進めていく際の特区として，まず１つは産学民官の連携による

トランスレーショナルリサーチ──橋渡し研究の推進という点でございますし，またライフサイエンス

に関する研究機関及び教育機関の集積を図っていこうという点でもございますし，またバイオベンチャ

ーなどの育成・支援という点もございます。 

 そしてさらに，ライフサイエンスに関する国内外の優秀なそういう研究者あるいは技術者またドクタ

ー，そういった人たちの人材の確保という点が必要だというふうに，この特区構想の中に入れていただ

いておるわけでございます。 

 そういう点と，あわせて先ほども和田議員のご質問にお答えしたところでございますけれども，私は

この提言の中に含まれておるもう１つの要素が国際みなと経済特区の中に入っておると申し上げてお

りますのは，やはり先ほどのワシントンＤＣの近郊のクラスターというものを考えてみましたときに，

そういう点が言えるわけでございます。 

 １つはやはり著名な研究機関，それを取り巻く大学というようなものがあって，その中に研究者・技

術者あるいはドクターというふうな者がその周りを取り巻いていらっしゃる，そしてそれとともに交通

アクセス，これは港とか空港とか高速道路網，あるいは情報通信網，そういったものがあるという点で

ございます。 

 もう１つは，先ほど申し上げました，その地域の生活の環境の高さということが非常に重要な要素で

あるというふうに，クラスター形成には重要であるというふうに言われております。 

 そのような視点に立ちまして，この提言の中では先端医療産業特区と国際みなと経済特区の両面に記



載が分かれておるわけでございまして，その提言の中で２つの特区にわたるものにつきましては，経済

集積に関しての内容は規制緩和でありますとかインセンティブについて重複する部分がございますの

で，それを国際みなと経済特区の中の記述にも割いておるということでございまして，細かく申し上げ

ると，内容はおわかりかと思いますけれども，そういった内容についてまとめておるというふうにご理

解いただけたらと思います。 

 そういった点から，私どもはこの提言を１つのものとして考えておりますので，ですからこれを別々

に推進するということでなくて，統合的にこれを推進していくということが不可欠であるというふうに

考えております。 

 そういった点で，この提言の内容についてはもう一読いただいておると思っておりますが，特にその

中の要望事項というのがこの２つの特区ごとに分かれておりますけれども，その中のおのおのにそうい

った今申し上げたような観点の内容を含んでおりますので，それについてご理解をいただければという

ふうにも思っておるわけでございます。 

 また，それと同時にこの提言の中でも，今後さらにこの提言内容に加えて，地方独自のさらなる取り

組みを検討されたいということとか，あるいは今後の国の動向を踏まえて，さらに検討を重ねて，必要

に応じてこの研究会がさらに提言も行うというふうにもおっしゃっていただいておりますので，これは

１つの現段階のステップというふうにもご理解いただけたらと思ってございます。 

 それから，３点目のお尋ねでございますけれども，これにつきましてはどのような戦略をもってこの

構想実現を図っていくのかという点でございますけれども，これは当然でありますが，神戸経済特区研

究会には神戸市のみならず兵庫県また神戸商工会議所にもお入りいただいてやっておりますし，またそ

の他，学経あるいは企業関係者というふうな方たちもお入りいただいておるわけでございます。 

 今後の特区の創設についての要望のやり方でありますけれども，これにつきましては兵庫県・神戸市

おのおのに検討を進めてきておるもののすり合わせも行っておりますが，そういう内容をベースにして

県・市そして神戸商工会議所，あるいは兵庫県の商工会議所の連合の形のものとも緊密な連携をとって

やっていく必要があるというふうに考えております。 

 県が提案をしております特区というのは，既に紹介されておりますが，５カ所ございますけれども，

うち２カ所は私どもの先端医療産業特区あるいは国際みなと経済特区とほぼ同様の内容でございます

ので，こういう点で共同歩調をとっていく必要があるというふうに考えております。 

 また，国の方でもこの特区構想を推進していこうと，国全体の特区を推進するために，ちょうどきょ

うでございますけれども，内閣官房に構造改革特区推進室が設置されたわけでございまして，この構造

改革特区推進室が今後特区関連の法案をつくっていくという作業もしていただくわけでございます。 

 これに対して私どもは，今までにもこういった内容の点について，特に神戸の場合には知的特区とい

う形を重視しながらやっていきたいというお話もしてきてございますので，こういった点を踏まえて，

国に対して規制緩和の動きの方針とともに，また税財政のインセンティブについてもご理解いただくよ

うにしていただきたいと思っております。 

 そういう点で，他の地域で特区提案を行う──自治体がそういったことをやっていく場合には，連携

をして取り組んでいく必要もあるんではないかなと，こんなふうにも考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 



◯10 番（向山好一君） そうですね。研究会の報告は本当に立派なもので，別にそれにいちゃもんつけ

るつもりは全くないんですけれども，今市長の方からご答弁をいただきまして，大分私も理解も深まっ

てきました。 

 例えば今市長がおっしゃるように，２つの構想というのは統合されているというか，２つは別々に考

えるべきものではないというようなお話をいただいたんで，大分企業誘致に対するインセンティブみた

いな形も理解をいたしました。 

 しかし，やはり一番危惧されるのは，神戸は震災があったという特殊な事情はあるにしましても，先

端医療産業特区と国際みなと経済特区，この２つがどうも同じ対象地域であるということと，それと１

つの都市で２つの構想を提案しているところは，ひょっとしたら神戸市だけになるんじゃないかと。他

都市から，あるいは国から持つ印象は，神戸市はえらい欲張りやなと，そんな２つも，それも同じエリ

アでというようなことにはならないのかなという危惧であります。 

 ７年前にエンタープライズゾーン構想を出したときにも，いろんな国の壁があって悔しい，口惜しい

思いをされたと思いますけれども，そのときの経験がそういった批判に対してどういうふうな反論とし

て生かされてこられるのか。 

 あるいは，当然特区ということですから，神戸市以外ではそういう制度は適用されない，だから神戸

市の特定のエリアだけでしかそういう制度が適用されないわけですから，どうして神戸市だけがそうい

う制度を設けるのかとか，あるいは神戸市だけがその制度を設けることによってどんな成果なりメリッ

トがあるのかというふうに指摘をされたときでも，自信を持って答えていかなければいけないわけです

けれども，今申し上げたようなそういう私の危惧というか，その辺に対してどういう所見をお持ちなの

か，その点だけちょっとまた確認させてください。 

 

◯市長（矢田立郎君） まず，今回の提言の中にも記載をいただいておるわけでありますけれども，特

にこの２つの特区という必要性は，これは神戸という視点から見ると，神戸の産業構造あるいは都市の

再生という点から，どうしても本格復興，また地域経済の活性，また雇用の創出，あるいは生活のそう

いう安定という点で大事だ，そしてそれが関西のやはり全体の底上げにもなる，そしてそれがひいては

日本の国の経済の牽引役にもなっていくんだというふうな提言の根本の趣旨がございます。 

 私どもも当然そのように以前から申し上げておるわけでございますけれども，そういう中で特に国の

方が総合規制改革会議においてそういう提案を出して，そしてまた経済財政諮問会議もそういうふうな

形の話を始められたときに，相当いろんな地域からこういう特区についての関心を示されておることは

確かでございますが，特にやはり日本の国全体の中で，これからの 21 世紀の日本を支える重要なもの

は何かということをこの両方の会議，特に経済財政諮問会議の方で検討もされて，先日発表されており

ます。 

 その中の１つの分野にライフサイエンスがあるわけでございますので，特にこれをとらえては，今の

日本の国のライフサイエンスの，欧米に対する新しい分野を開いていく，また世界に通用するものをつ

くり出していこうという点では，最重要なものとして位置づけておりますので，これを知的特区という

ふうな形で最近表現をされておるように私は理解しております。 

 そういうふうな意味を１つ持っておるのと，さらにそういうところに人材を集め，そしてまたそこの

中の人材が発するそういうものを企業が使って企業活動をやって，地域の経済を上げていくというふう

になってきた場合に，まさにそこにもやはりまた人材が要る，また今までに持っておるインフラ機能が



重要だという点がありますので，そういうものと両方をやはり考え合わせて，国の方でもそういう点の

地域の特性に着目をしていただいておるということでございますので，私どもは２つというのはむしろ

少なかったのかなと思っております。 

 私は，むしろ神戸の持っておる強みというのはまだまだあるだろう，だからそういうものをやはり日

本の国全体を引っ張るのは都市だと私は思っておりますので，そういうことからすると，さらにもっと

項目をふやして，これもあれもやろうというふうに言ったらいいんだと思いますけれども，しかし余り

にもそうなりますと範囲が広がって総花と言われかねませんので，今回の提言はこの２点に絞って検討

をしていただいておりますので，私はこれを重点に進めていけばいいと思っております。 

 ただ，この国際経済みなと特区というものにつきましては，資料を見ていただければおわかりであり

ますけれども，集積を図る産業施設というのは実は８項目あるわけでございまして，そういう中でさま

ざまなものが含まれるということで，この国際経済みなと特区を私どもは推進しようということでござ

います。そういった点でのこの内容を，対象地域としてはこのポートアイランド・六甲アイランドそし

て周辺の神戸港区域，また三宮などの都心区域，こういうふうにくくっております。 

 そういうふうな点で，まずその中の力点を置くもの，そして集積を図るもの，そういったことを国際

みなと経済特区として立ち上げたい。そして，医療産業の関係につきましては，まさに知的特区として

の新しいクラスターを目指すんだということで，何もその中で──ですから地域的には複合しておりま

すけれども，私は機能的にはその接点を持ちながらやはりその中で特徴を出していくということではな

いか，そんなふうに思っております。 

 

◯10 番（向山好一君） 市長から本当に力強い決意を込めたご答弁をいただきましたので，これ以上質

問いたしませんが，その２つの構想が密接不可分ですけれども，受ける印象といたしまして，先端医療

産業特区というのはまさしく本当にユニークで，他の地域にもそういった例がないということから，見

通しは結構明るいものがあるんじゃないかと思います。 

 しかし，国際みなとの方は北九州があったり，大阪でりんくうタウンのあたりで何かしようとしてい

らっしゃるとか，そういうライバルも多くて，ひょっとしたら道のりは厳しいものがあるかもしれない。

そういう２つの見通しにちょっと明暗があるというか，そんな印象を受けました。 

 ですから，密接不可分であるんだったら余計に今から本当に厳しい自治体間競争に打ち勝っていかな

ければいけない。その部分で何とかエンタープライズゾーンのときのノウハウをしっかり生かしながら，

粘り強く，そして実現に向けての，本当に柔軟な姿勢を示さなければいけないときには柔軟性を示しな

がら，余り時間がないようですので，夏にはそういうある程度の方向が決まって，来年の通常国会には

法制化をしていく，そういうスケジュールで時間がないですから，本当に短期的な密度の濃いこういう

取り組みを要望いたしまして，質問を終わらさせていただきます。 




